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我
が
国
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
香
港
特
別
行
政
区
の
民
主
活
動
家
の
周
庭
氏
が
、
昨
年
十
二
月
、
留
学
先
の
カ
ナ
ダ
で
事
実

上
の
亡
命
意
思
を
表
明
し
た
と
こ
ろ
、
香
港
警
察
は
、
「
全
力
を
挙
げ
て
逮
捕
す
る
」
と
表
明
し
た
。
周
氏
は
、
集
会
を
扇
動

し
た
な
ど
の
罪
で
不
当
な
実
刑
判
決
を
受
け
て
服
役
し
、
出
所
後
は
、
中
国
大
陸
で
愛
国
教
育
を
受
け
さ
せ
ら
れ
、
「
祖
国
の

偉
大
な
発
展
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
警
察
に
感
謝
し
ま
す
」
と
の
謝
辞
や
、
過
去
の
抗
議
活
動
に
つ
い
て
の
反
省
文
を
書
か

さ
れ
た
。
周
氏
は
、
前
述
の
判
決
と
は
別
件
で
、
令
和
二
年
八
月
、
香
港
国
家
安
全
維
持
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
て
お
り
、

同
罪
で
起
訴
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。 

 

中
国
共
産
党
に
批
判
的
だ
っ
た
「
蘋
果
日
報
」
創
業
者
の
黎
智
英
氏
は
、
複
数
の
裁
判
で
実
刑
判
決
を
受
け
、
昨
年
十
二

月
、
香
港
国
家
安
全
維
持
法
違
反
に
問
わ
れ
た
裁
判
の
審
理
が
は
じ
ま
っ
た
。
有
罪
と
な
れ
ば
、
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
黎
氏
の
身
柄
拘
束
は
、
す
で
に
一
千
日
を
超
え
て
い
る
。 

 

そ
も
そ
も
、
香
港
国
家
安
全
維
持
法
は
、
香
港
基
本
法
、
及
び
、
法
的
拘
束
力
を
有
し
て
国
際
連
合
に
登
録
さ
れ
て
い
る
英

中
共
同
宣
言
に
基
づ
く
「
一
国
二
制
度
」
に
合
致
し
な
い
、
不
法
な
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
は
、
自
由
、
民
主
主
義
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
、
法
の
支
配
と
い
っ
た
普
遍
的
価
値
を
掲
げ
る
国
と
し
て
、
香
港
国
家
安
全
維
持
法
に
基
づ
く
不
当
な
弾
圧
を
断
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固
非
難
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


